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(54)【発明の名称】 複合型の超音波探触子

(57)【要約】
【目的】探触子本体を収容するケースの強度を維持して
生体に優しい複合型探触子を提供する。
【構成】基台、バッキング材及び圧電素子を積層した複
数の探触子本体をケースに収容して一体的にした複合型
の超音波探触子において、前記探触子本体を予め一体化
して単一のケースに収容した構成とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基台、バッキング材及び圧電素子を積層し
た複数の探触子本体をケースに収容して一体的にした複
合型の超音波探触子において、前記探触子本体を予め一
体化して単一のケースに収容したことを特徴とする超音
波探触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の探触子本体
を一体化した複合型の超音波探触子（複合型探触子）を
産業上の技術分野とし、特に医用として生体に優しい複
合型探触子に関する。
【０００２】
【従来の技術】（発明の背景）超音波探触子は、例えば
医用の超音波診断装置に超音波の送受波部として利用さ
れ、疾患部等の生体情報を得る。このようなものの一つ
に、複数の探触子本体を一体化し、各機能に応じて適宜
に使い分ける複合型探触子がある。
【０００３】（従来技術の一例）第３図乃至第５図は一
従来例を説明する図で、第３図はコンベックス型、第４
図はリニア型の探触子本体の図、第５図は複合型探触子
の分解図である。複合型探触子は、例えばコンベックス
型とリニア型の探触子本体１、３を一体化してなる。コ
ンベックス型の探触子本体（コンベックス本体とする）
１は圧電素子２を曲面状に配置し、リニア型の探触子本
体（リニア本体とする）３は平面状に配置して形成され
る。圧電素子２は両主面に駆動電極（未図示）を有し、
いずれもバッキング材４上に固着される。バッキング材
４は、表面を曲面及び平面とした基台５に固着される。
各探触子本体１．３のそれぞれの駆動電極は例えばフレ
キシブル基板６によって外部に導出される。なお、圧電
素子２の送受波面となる表面には図示しない音響整合層
等が形成される。
【０００４】各探触子本体１，３は個々のケースに収用
され、接着剤によって接合される。例えばコンベックス
本体１は先端を弾頭状とした第１のケース７に、リニア
本体３は円弧状とした細長の第２のケース８に、送受波
面を同一面側として装着される。第２のケース８の後端
側には円弧の大きな掴持部９を有する。そして、第１と
第２のケース７，８を例えば接着剤によって接合後に、
カバーとしての第３のケース１０を接合して、コンベッ
クス本体１とリニア本体３を封入する。なお、各探触子
本体１、３のフレキシブル基板５は、図示しないケーブ
ルに接続して掴持部９から外部に導出する。
【０００５】このようなものでは、複合型探触子の弾頭
状とした先端側を体腔内に挿入し、例えばコンベックス
本体１は扇状に放射される超音波によって外周方向の、
リニア本体３は垂直状に放射される超音波によって奥行
方向の生体情報を得る。
【０００６】
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【発明が解決しようとする課題】（従来技術の問題点）
  しかしながら、上記構成の複合型探触子では、コンベ
ックス本体１又はリニア本体３を収容した第１ケースと
第２ケース７，８を固着して接合する。このため、体腔
内に挿入して診断中に、接続部の強度が損なわれて破損
する問題があった。
【０００７】（発明の目的）本発明は強度を維持して生
体に優しい複合型探触子を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は、複数の探触子
本体を予め一体化して単一のケースに収容したことを基
本的な解決手段とする。
【０００９】
【作用】本発明では、各探触子本体を予め一体化して単
一のケースに収容するので、ケースから接続部を排除す
る。以下、本発明の一一実施例を説明する。
【００１０】
【実施例】第１図及び第２図は本発明の一実施例を説明
する図で、第１図は各探触子本体の接合図、第２図は複
合型探触子の分解図である。なお、前従来例図と同一部
分には同番号を付与してその説明は簡略又は省略する。
複合型探触子は、前述したように、圧電素子２が曲面状
に又は平面状に並べられたコンベックス本体１とリニア
本体３とを一体化してなる。そして、この実施例では、
先ず、フレキシブル基板６がそれぞれ導出したコンベッ
クス本体１とリニア本体３とを、接着剤により接合して
一体化する。各フレキシブル基板６は基台の背面側に束
ねられて後端側に導出する。これを便宜上一体化複合本
体１１とする。接合には図示しない治具等が用いられ、
両者の接合精度を高める。
【００１１】次に、例えば樹脂からなる単一のケース１
２に一体化複合本体１１を嵌装して、接着剤により固着
する。ケース１２は先端側を弾頭状として、一主面側に
コンベックス本体１とリニア本体３の形状に応答した開
口面を有する。なお、後端側には直径の大きな掴持部を
有する（未図示）。一体化複合本体１１は圧電素子２が
ならべられた表面をケースの開口面に露出して嵌装され
る。後端側に導出したフレキシブル基板６は、図示しな
いケーブルに接続する。
【００１２】このような構成であれば、コンベックス本
体１とリニア本体３とを予め一体化して、一体化複合本
体１１を単一のケース１２に収容する。したがって、ケ
ース１２には接合部がないので、ケース自体の強度を高
められる。これにより、体腔内へ挿入しての診断中にケ
ース１２の破損がなく、生体への傷を防止して安全性を
確保できる。
【００１３】
【他の事項】上記実施例では、コンベックス本体１とリ
ニア本体３とを一体化したが、例えばセクタ型とリニア
型とを一体化してもよく、用途に応じた探触子本体の複
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合型に適用できる。
【発明の効果】本発明は、複数の探触子本体を予め一体
化して単一のケースに収容したので、強度を維持して生
体に優しい複合型探触子を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を説明する一体化複合本体の
図である。
【図２】本発明の一実施例を説明する複合型探触子の図
である。
【図３】従来例を説明するコンベックス本体の図であ *

4
*る。
【図４】従来例を説明するリニア本体の図である。
【図５】従来例を説明する複合型探触子の分解図であ
る。
【符号の説明】
１  コンベックス本体、２  圧電素子、３  リニア本
体、４  バッキング材、５  基台、６  フレキシブル基
板、７  第１のケース、８  第２のケース、９掴持部、
１０  第３のケース、１１  一体化複合本体、１２  単
一のケース．

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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要解决的问题：提供一种复合型探头，它可以保持壳体探测器壳体的强
度，并且对生物体很友好。解决方案：通过将多个探针体与基底，填充
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